
医療連携システム「日常人間ドック：はかる－わかる－おくる」が

「2021 年度グッドデザイン賞」を受賞 

 

東北大学革新的イノベーション研究プロジェクト(COI 東北拠点)の取り組みが、このたび 2021 年度グッド

デザイン賞(主催：公益財団法人日本デザイン振興会)を受賞しました。人生 100 年時代を支えるデザインと

テクノロジーを展開する医療連携システム「日常人間ドック：はかる－わかる－おくる」としてそのデザイ

ンが高く評価されました。当プロジェクトでは今回の受賞を契機に理想のウェルビーイングを実現するエ

コシステムの実現を図るとともに、医療連携におけるデザインの活用を積極的に推進し、社会実装の向上に

務めてまいります。 

 

□ 受賞名：医療連携システム「日常人間ドック：はかる－ 

わかる－おくる」 

 

□ サービス概要：さりげないセンシングデータの連携を軸に 

、大学の研究に基づく知見と、企業群が得意領域でプロダク 

トやサービスを設計し、知的財産権や商標を共有にしたアン 

ダーワンルーフ契約のもとで、”自分と大切な人”の健康を守 

るデータ連携の多元的事業を展開 

□ デザイナー：NEC ソリューションイノベータ株式会社  

フォーネスライフ株式会社  

COI 東北拠点長 和賀巌 

□ デザイナーからのコメント：企業や大学の英知を集め、 

各センサと人工知能の仕組みを“大切な人と自分たちのため” 

に社会実装するあたたかいデザインコンセプトに、ご評価頂 

戴しましたこと恐縮です。感謝いたします。 

 

□ デザイナー：株式会社フューチャーセッションズ  

代表取締役 有福 英幸（COI 参画企業） 

□ デザイナーからのコメント：COI 東北拠点に参画する多数の研究者、企業の方々と、ビジョン実現に

向けたデザインコンセプトを共創しました。今回の評価を受けて、より多くの共感が必要となる社会

実装の弾みにしたいと思います。 

 

□ グッドデザイン賞審査委員による評価コメント：多くの人にとって自分ごとであるはずの「健康」だが、

現状の人間ドックや健康診断では、習慣的・予防的行動につなげることは難しい。本プロジェクトは、様々

なセンシング技術を生活に埋め込むことで日常的な診断を実現。産官学の役割を整理し、個人情報管理や公

的補助の課題解決をも見込んだ優れた連携を実現している。モデル事業として、各地への普及と発展を期待

したい。 

□ グッドデザイン賞ウェブサイトでの紹介ページ  

https://www.g-mark.org/award/describe/52867?token=OzZ5zf78Sz 

 

グッドデザイン賞とは------------------------------------------------------------------ 

1957 年創設のグッドデザイン商品選定制度を継承する、日本を代表するデザインの評価とプロモーシ

ョンの活動です。国内外の多くの企業や団体が参加する世界的なデザイン賞として、暮らしの質の向上

を図るとともに、社会の課題やテーマの解決にデザインを活かすことを目的に、毎年実施されています。

受賞のシンボルである「G マーク」は優れたデザインの象徴として広く親しまれています。 

http://www.g-mark.org/ 
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人生100年時代を支えるデザインとテクノロジー

人生100年時代、増大する医療費や公的助成は限界にきており、公助に頼らない社会の実現を目指す。

ウェルビーイングを手に入れるために、能動的に健康チェックをしなくても、ふだんの暮らしの中で、
無意識にからだの状態をセンシングでき、健康状態を把握できるIOTエコシステムを構築。

多くの企業との連携により、日常的な病の予防につながるサービスを展開。
増大する病院や医師の検査にかかる負担を軽減し、最大で年間18兆円程度の経済効果を見込んでいる。

自分(自助)と大切な人(共助)のため、日常の生活で予兆を見つけ、病の発症率を抑える

東北大学革新的イノベーション研究プロジェクト拠点
COI STREAM Research Project, TOHOKU UNIVERSITY

活動情報実証とデータ活用SDGs取り組み

日常人間ドック、おもな成果
理想のウェルビーイングを実現するエコシステムとして、多くの企業が参画し、社会実装が増え続けている

宮城県登米市1.5万人の血圧を3年連続で下げる
ことに成功、厚労省の大規模実証事業に採択。

熊本県荒尾市での国交省のスマートシティ先行
モデルとして国の健康増進に寄与している。

香川県高松市の企業研修施設でひと月すごした
人の脂質異常が改善される実証が報告された。

街の健康と子育て世代の
暮らしを守る

成果３
研修で日常人間ドックを利用、
暮らすだけで脂質異常が改善

成果２成果１
街の血圧が
3年連続で下がる

ポイント１．

ポイント２．

ポイント３．

日常の予防IoTの体験提供

計測を意識させないセンシングデザイン

公的助成に頼らない健康社会の具現化

食事

塩分を控え、野菜に含まれるカリウムの摂取が高
血圧を予防。ナトカリ比という新たな健康指標と
簡便なデバイスによって日常生活への浸透を図る。

●例えば
尿の測定・検証を減塩に繋げる

旅行

人や自然との触れ合いが重要視される新しいタイ
プのヘルスツーリズムが求められる時代。地元市
民と旅行者双方のウェルビーイングを実現。

●例えば
温泉地を新しい健康保養地に

暮らし

さりげないセンシングとフィードバックによる生
活習慣の改善を目指す。取得されたデータから行
動変容に繋がるサービス設計を行う。

●例えば
ウェアラブルデバイスでセンシング眼と健康

血流動態センサなど多様なセンシングデバイスか
らの情報とゲノム情報を合わせ、眼疾患診断や全
身疾患の新たな診断のシステム構築を目指す。

●例えば
眼の情報をDB化して解析

運動

椅子に座る姿勢や時間、状態をセンシングし、筋
力や運動機能、覚醒時間、集中度など計測。デー
タを解析し、最適な運動を提案する。

●例えば
オフィスにスマート椅子の設置を

鏡時間

ディスプレイやセンサを内蔵した魔法の鏡。鏡を
見る時間が健康管理の起点となり、顔色や血流な
ど健康状態、見守りやモニタリングなどを行う。

●例えば
洗面台の鏡で見守りや健康管理を

HA・KA・RU-WA・KA・RU-O・KU・RU
unobtrusive sensing for daily lifestyle 

:映像から脈拍がわかる。アドバイス表示しておくる。

:野菜不足や過剰な塩分がわかる。

:目から、直接、動脈の異常がわかる。

:脱衣所のカギから循環器の状態をはかる。

:オフィスの椅子から、体のバランスや運動不足がわかる。

:家具や時計で体の不調がわかり、注意をおくる。
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このプレスリリースに関するお問い合わせ先 

国立大学法人東北大学 産学連携機構 イノベーション戦略推進センター 事務支援室  

ＴＥＬ:０２２－７５２－２１８７ Ｅ－mail:promo-innov-koho@grp.tohoku.ac.jp 

https://www.g-mark.org/award/describe/52867?token=OzZ5zf78Sz
http://www.g-mark.org/
mailto:mail%3Apromo-innov@grp.tohoku.ac.jp

